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論 文 内 容 の 要 旨 

















論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
  本研究は5－FU系抗癌剤の標的酵素である thymidylate synthase (TS) および代謝酵素である
dihydropyrimid ne dehydrogenase(DP )の頭頸部扁平上皮癌組織中の酵素活性およびmRNAレベルと、腫瘍
の臨床的評価因子との相関性につき解析を行い、頭頸部癌治療戦略に反映させることを目的とした。 
 本研究に承諾を得られた、未治療頭頸部癌47症例を対象とし、生検時および手術時に、再発症例では再発時に
腫瘍組織を採取した。TS酵素活性および DPD酵素活性の測定には、それぞれ[6-3H]FdUMP binding ass y、
[6-14C]5-FU catalytic assay を用いた。mRNAレベルの測定にTaqManプローブをRT-PCR法を用いた。 
 結果は、TS酵素活性は0.016～0.392（中央値0.064）pmol/mg protein、DPD酵素活性は76.75～680.9（中央
値237.66）pmol/mg/minであった。各酵素は年齢、性別との相関を認めなかった。また、臨床病期や組織学的分
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